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第２試合
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堀 江 ６１ １４－０４ ２７ 枚 方 四 東 淀 ５５ １１－１５ ６０ 盾 津
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堀江④⑤⑥⑦⑧、枚方四④⑤⑥⑦⑯。堀江がオールコ 東淀④⑤⑥⑦⑧、盾津④⑤⑥⑦⑧。両チームともハ

ートマンツー、枚方四はハーフコートマンツーとゾーン ーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。

を使い分ける形でスタート。序盤、両チーム共、ディフ 立ち上がり盾津は⑧のミドルシュート、④の速攻⑤

ェンスにがんばりを見せるも堀江は⑥ゴール下、④３Ｐ の連続ポイントなど、開始１分半で、８点リードする。

ミドルシュートなどで、確実に得点。対する枚方四はボ 対する東淀は始めはミスが多かったものの、徐々に自

ール運びのミスなどで波に乗れず苦しい立ち上がり。１ 分たちのペースを取り戻し、１Ｑの終了時には追いつ

Ｑを終え、６－１５とする。 き１４－１５とする。

２Ｑに入り枚方四は⑤のゾーンＤＦが機能しだし、堀 ２Ｑに入ってもお互い速いペースのバスケットが続

江の得点が止まる。枚方四は⑤のカットイン、３Ｐ、④ きく。東淀は④を軸に⑥⑦が得点し、盾津はフレアス

ミドルシュートなどで追い上げをみせ前半を終え２３－ クリーンを軸にオフェンスを展開する。お互いに点の

１７と堀江６点リードで折り返す。 取り合いから一歩も引かず、前半を２８－２８の同点

後半に入り堀江はオールコートゾーンプレスに切り替 で折り返す。

え激しいプレッシャーをかける。枚方四はシュート前の 後半に入っても両チームの速いペースは変わらな

ミスを連発してしまい、逆に堀江は枚方四のゾーンをシ い。東淀は⑧のドライブ、⑤のリバウンドシュート、

ョートコーナーからの合わせで、④⑥のゴール下、⑦の ⑥から④へのアシストなどで、得点。盾津は④⑤のバ

３Ｐなどで点差を広げ、３Ｑ終了で３７－２１とする。 スケットカウント、⑨⑦の３Ｐで応戦。３Ｑを３９－

４Ｑも堀江はゾーンプレスで、枚方四に残り１分半ま ４３で終える。

で得点を許さず、ディフェンスからの速攻で一方的に試 ４Ｑになるとゲームは急展開。まず、盾津が⑥の速

合を進め、枚方四は、最後までオフェンスの形をつくれ 攻、⑤の３Ｐで９点リードする。しかし、⑤が５ファ

なかった。決勝リーグ第１試合は、堀江が６１－２７で ールで退場すると東淀が反撃。⑥の速攻、⑦のドライ

勝利し、近畿大会へ一歩近づいた。 ブ、⑤のスチールから⑥の得点で５１－５０と逆転す

る。しかし、ここから流れがもう一度、盾津に傾く。

⑤⑧のドライブ、最後は④の連続得点で、東淀を振り

切り５５－６０で盾津が勝利し、近畿大会出場への大

きな１勝を手にした。
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第２試合
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１Ｑ堀江④⑤⑥⑦⑧、東淀④⑤⑥⑦⑧で、両者ともハ 枚方四④⑤⑥⑦⑯、盾津④⑤⑥⑦⑧で、両チームと

ーフコートマンツーマンでゲームスタート。 もハーフマンツーマンディフェンスでスタート。盾津

立ち上がり堀江は⑦④の３Ｐで流れをつかみ、その後 は、フレアスクリーンからの１対１を狙うが、枚方四

も④を中心に得点を重ねていく。東淀は堀江の粘り強い に対応され、攻め手がなくなり、④のミドルシュート

ディフェンスに苦しみ、なかなかリズムをつかめない。 に頼る展開となる。一方、枚方四は④の２本の３Ｐ、

２Ｑ堀江は④⑥のインサイドを中心にオフェンスを組 ⑤のドライブなどで、出だしをリードするが、１Ｑの

み立てるが、東淀のディフェンスにより得点できない。 終わりには、盾津⑦の３Ｐなどで、追いつかれ１５対

東淀は④⑤が得点を重ね、１９－１５で堀江がタイムア １５の同点で終わる。

ウト。その後一進一退の攻防が続くが、終了間際、堀江 ２Ｑは両チーム共にハーフコートマンツーで相手の

の④の２Ｐ、⑧の３Ｐで２９－２２とし、２Ｑ終了。 攻めを上手く対応して守り、両チームとも得点がのび

３Ｑ堀江はディフェンスをオールコートの１－３－１ ない。フリースローも決められず、苦しい展開が続く。

に変える。東淀は⑧、⑦、④の３Ｐで応戦するが、ディ 枚方四は、⑤の１ｏｎ１、盾津は⑥の１ｏｎ１、④の

フェンスのプレッシャーに苦しみ、思うように攻め崩せ ３Ｐが目をひいた。

ない。対する堀江は⑦の３Ｐ、ジャンプシュート、⑧④ 後半、前半と同じスタートメンバーで盾津は、ハー

の３Ｐで再び差を広げていく。 フマンツー、枚方四は、オールコートマンツーで始ま

４Ｑ両チーム思うように得点できない。そんな中、堀 る。盾津はボール運びのミスが続き苦しみ、得点が伸

江は⑥のドライブインがバスケットカウントとなり、そ びない。一方、枚方四はオフェンスリバウンドをがん

れを皮切りに⑦⑧の連続速攻で点差を広げ、５５－３８ ばり、攻撃時間をのばす。一進一退が続いたが、３５

で東淀がタイムアウト。 －３１枚方四リードで終わる。

残り時間が少なくなる中、東淀は⑦⑧④の３Ｐで差を ４Ｑに入り盾津は⑦の２本の３Ｐで流れをつかみ、

詰めるも、堀江はあわてず、④⑤⑥が着実に得点し、 残り５分で逆転。しかし、枚方四もディフェンスを２

６３－５４で試合終了。この一勝で堀江は、近畿大会出 －３に変えるなど粘り、シーソーゲームとなる。残り

場に王手をかけた。 ２２秒で、枚方四が１点リードでタイムアウト。その

まま逃げ切り、１勝１敗とした。



第４試合
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両チームマンツーでスタート。出だし動きが堅く、トラ 東淀④⑤⑥⑦⑧、枚方四④⑤⑥⑦⑯でスタート。

ベリング、ミスパス等が続くが、堀江④⑥のインサイド ゲーム開始すぐ、東淀⑥のミドルシュートで点を取

でゲームが動き出す。盾津は持ち味の突破力で崩そうと るが、両チームともハーフマンツーでしっかりゴール

するが堀江のディフェンスがなかなか崩せない。徐々に を守り、お互い点がなかなか決まらず、１Ｑ残り３分

堀江のインサイドのコンビプレイが機能し始め、２０－ で２－０のままであったが、東淀⑤バスケットカウン

９堀江リードで１Ｑ終了する。 ト。枚方四⑤の３Ｐでオフェンスのリズムをつかみ、

２Ｑ堀江④のジャンプシュート、ドライブでリズムを １０－９東淀リードで１Ｑ終了。

つかみ、インサイドでコツコツ加点し、２６－９とした ２Ｑに入って、東淀は⑦の連続３Ｐ、枚方四⑰の３

ところで盾津タイムアウトを取り、ディフェンスをゾー Ｐ、最後は⑦のブザービーターの３Ｐで２０－２０の

ンに変えるが、そこから堀江の足が動き出し、ブレイク 同点で前半終了。

で加点。３２－１１にリードを広げ、盾津たまらず２回 後半に入っても両チームともハーフマンツーでスタ

目のタイムアウト。得点が伸びない盾津はフレアスクリ ートし、枚方四④の連続３Ｐやドライブからのアシス

ーンからハイローや、④の３Ｐで追撃しだし、３１－ トで東淀はタイムアウトを取るが、点差は縮まらず、

２１で、前半終了。 ３９－３１で３Ｑ終了。

３Ｑ堀江④のポストプレイでスタート。盾津は１ｏｎ ４Ｑに入って、東淀は、連続３Ｐを決め、２点差ま

１を仕掛けるがミスが多く、得点が詰まらない。フルコ で、縮めるが、枚方四は落ち着いた攻撃や、しっかり

ートのプレスも堀江にかわされ、たまらずタイムアウト。 としたディフェンスで対抗し、また、東淀のファウル

その後④の３Ｐで応戦するが堀江がリバウンドに粘り、 が重なって得たフリースローも確実に決めていき、近

５１－２９で３Ｑ終了。 畿大会の出場を決めた。

４Ｑ盾津④の１ｏｎ１でスタート。ディフェンスを強

める。しかし、堀江は動じることなく、リバウンド、ゴ

ール下を支配し、さらに⑥のジャンプシュート、ドライ

ブ、ゴール下で加点。流れを譲らず、快勝。昨年の借り

を返した。課題を修正し、近畿大会での活躍を期待した

い。


